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綜 雪来 せ為 得え'" 』
蹴け 居 経
ゐ '" 
干ひ 寝ね
見み
似
身サ
し、
E
u
 
aτ 
こ
う
し
た
分
類
は
、
「
蹴
る
」
が
「
一
段
活
用
」
で
あ
る
と
す
る
見
方
が
、
礎
控
実
に
根
を
降
ろ
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
か
も
牧
村
の
分
類
は
、
名
称
こ
そ
「
四
の
活
」
と
い
う
『
活
語
活
法
活
理
抄
』
か
ら
の
借
用
で
あ
る
が
、
分
類
そ
れ
自
体
は
現
在
の
一
般
的
な
動
詞
の
分
類
か
ら
振
り
返
っ
て
見
た
と
き
、
林
園
維
の
『
詞
の
緒
環
』
の
分
類
よ
り
も
進
展
し
て
い
る
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
、
例
え
ば
牧
村
光
香
よ
り
も
時
期
は
遡
る
が
、
「
鈴
の
屋
学
派
」
で
あ
る
殿
村
常
久
の
『
か
た
ば
み
草
』
と
題
さ
れ
た
活
用
語
の
一
覧
表
(
文
政
十
三
年
〈
一
人
三
O
〉
)
で
は
、
「
着
る
・
似
る
・
見
る
・
居
る
」
な
ど
の
「
一
段
活
用
」
は
分
類
し
て
い
る
が
、
「
蹴
る
」
に
つ
い
て
は
{
措
抱
}
触
れ
て
い
な
い
。
ま
た
同
じ
「
鈴
の
屋
学
派
」
で
あ
る
伊
庭
秀
賢
(
い
ぱ
ひ
で
か
た
)
が
天
保
六
年
(
一
八
三
五
)
に
刊
行
し
た
『
霊
語
指
掌
ノ
図
』
で
も
、
「
蹴
る
」
に
つ
い
て
は
ま
っ
た
く
触
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
「
蹴
る
」
を
取
り
入
れ
た
鈴
木
朗
ら
と
他
の
門
人
と
の
、
本
居
宣
長
や
春
庭
ま
で
遡
る
門
人
聞
の
確
執
を
予
測
さ
せ
る
が
、
差
し
当
っ
て
の
テ
ー
マ
で
は
な
い
。
明
治
に
至
っ
て
権
回
直
助
の
『
語
学
自
在
』
(
明
治
十
八
年
成
立
)
に
な
っ
て
、
「
上
下
の
一
段
を
区
別
し
、
現
在
と
同
じ
と
ら
え
方
が
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
(
『
日
本
文
法
大
辞
典
』
「
下
一
枝
活
用
」
の
項
)
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
下
一
段
と
は
、
第
四
位
の
音
「
け
」
「
へ
」
の
み
に
て
活
く
を
い
ふ
。
(
「
語
掌
白
在
』
二
十
八
頁
)
と
あ
る
の
み
で
、
具
体
的
な
語
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
だ
け
で
は
「
下
一
段
活
用
」
に
関
し
て
、
権
問
直
助
が
ど
の
程
度
の
認
識
を
有
し
て
い
た
の
か
、
判
然
と
し
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
明
治
七
年
(
一
八
七
四
)
刊
行
の
田
中
葵
廉
『
小
学
日
本
文
典
』
は
、
明
治
初
期
に
西
欧
文
典
の
影
響
を
受
け
つ
つ
、
日
本
語
文
法
を
ま
と
め
た
書
物
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
「
不
規
則
動
詞
」
と
し
て
、
一
段
活
用
鋳
イ
射
イ
着
キ
似
蹴
ケ
見
ミ
居
ヰ
三
段
活
用
来
コ
為
セ
の
語
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
鈴
木
朗
ら
の
分
類
の
延
長
線
上
に
あ
る
分
類
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
は
ま
だ
「
下
一
段
」
の
名
称
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
明
治
九
年
の
中
根
淑
『
日
本
文
典
』
も
『
小
学
日
本
文
典
』
と
並
ぴ
称
せ
ら
れ
る
文
法
書
で
、
や
は
り
西
欧
文
典
の
影
響
が
強
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
「
蹴
る
」
に
つ
い
て
は
ま
っ
た
く
触
れ
て
い
な
い
。
用
言
の
見
方
は
、
全
体
に
『
詞
の
八
衛
」
の
影
響
下
に
あ
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
の
で
、
他
の
説
は
参
照
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
明
治
十
二
年
の
佐
藤
誠
実
『
語
学
指
南
」
で
は
、
動
詞
を
「
四
段
」
「
上
一
段
」
「
下
一
段
」
「
三
段
」
「
二
段
(
サ
変
こ
の
よ
う
に
分
類
し
、
「
下
一
段
」
の
名
称
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
明
治
二
十
四
年
の
大
概
文
彦
『
語
法
指
南
」
法
論
)
で
は
、
動
調
の
活
用
に
つ
い
て
、
規
則
動
調
第
一
類
第
二
類
第
三
類
第
四
類
不
規
則
動
調
-46一
(
『
三
塁
海
』
の
巻
頭
の
文
四
肢
活
用
下
二
段
活
用
上
二
段
活
用
上
一
段
活
用
煮
干
ヒ
第
一
類
カ
行
変
格
第
二
類
サ
行
変
格
第
三
類
ナ
行
変
格
第
四
類
ラ
行
変
格
の
よ
う
に
分
類
す
る
。
「
下
一
段
活
用
」
に
つ
い
て
は
、
変
程
(
下
一
段
活
用
)
又
、
規
則
動
詞
第
二
類
ノ
う
(
得
)
、
う
く
(
受
)
、
ま
か
す
(
任
)
、
等
ヲ
モ
、
口
語
一
一
テ
ハ
、
え
る
、
う
け
る
、
ま
か
せ
る
、
ト
セ
リ
。
此
口
調
ニ
従
ヒ
テ
、
別
ニ
出
来
レ
ル
け
る
(
蹴
)
、
い
せ
る
(
摺
縫
)
、
は
ぜ
る
(
裂
)
、
は
ね
る
(
放
場
)
、
も
め
る
(
所
探
)
、
ナ
ド
モ
ア
リ
テ
、
其
語
、
亦
、
多
シ
。
此
類
ノ
語
尾
ノ
変
化
ハ
「
け
る
・
け
る
・
け
れ
・
け
・
け
・
け
よ
」
「
せ
る
・
せ
る
・
せ
れ
・
せ
・
せ
・
せ
よ
」
「
ね
る
・
ね
る
・
ね
れ
・
ね
・
ね
・
ね
よ
」
ナ
ド
ト
ナ
リ
テ
、
其
韻
ニ
、
い
ト
え
ト
ノ
差
ハ
ア
レ
ド
、
其
変
化
ノ
状
ハ
、
規
則
動
詞
ノ
第
四
類
ニ
似
タ
リ
。
困
り
テ
其
類
ノ
変
程
ト
ス
。
の
よ
う
に
解
説
し
、
「
下
一
段
活
用
」
は
「
上
一
段
活
用
」
の
変
体
と
し
て
い
る
。
こ
の
考
え
方
は
、
江
戸
時
代
の
国
学
者
た
ち
の
「
一
段
活
用
」
と
す
る
分
類
を
継
承
し
つ
つ
、
現
実
の
話
し
言
葉
を
客
観
的
に
老
桑
し
て
導
き
だ
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
大
槻
文
彦
の
文
法
学
説
が
「
和
洋
折
衷
文
法
」
と
称
さ
れ
る
所
以
が
こ
こ
で
も
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
c
五
本
稿
で
は
「
下
一
段
活
用
」
の
語
「
蹴
る
」
の
存
在
が
、
鈴
木
朗
ら
に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
詞
の
八
衛
」
を
信
奉
す
る
人
々
か
ら
は
無
視
さ
れ
て
い
た
事
実
を
指
摘
し
、
正
統
の
八
街
学
派
と
は
異
な
る
傍
系
の
学
統
の
人
々
に
よ
っ
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
こ
と
を
論
証
し
よ
う
と
し
た
。
「
蹴
る
」
が
成
立
し
た
国
語
史
的
な
時
期
の
問
題
も
あ
り
、
軽
々
し
く
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
大
槻
文
彦
に
よ
っ
て
正
確
に
分
類
・
整
理
さ
れ
る
ま
で
「
下
一
段
活
用
」
は
、
無
視
さ
れ
る
か
、
「
上
一
段
活
用
」
と
同
列
に
置
か
れ
る
と
い
う
実
態
に
合
わ
な
い
分
類
の
ま
ま
経
過
し
て
き
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
間
の
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
の
多
く
の
学
者
の
分
類
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
精
査
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
今
は
私
見
の
及
ぶ
範
囲
内
で
論
じ
た
も
の
で
あ
り
、
次
の
機
会
に
待
ち
た
い
。
司
4
4aτ 
(注
I
)
古
田
東
朔
・
築
島
裕
「
国
語
学
史
』
(
昭
和
四
十
七
年
、
東
京
大
学
出
版
会
)
な
ど
参
照
。
(注
2
)
山
田
孝
雄
『
国
語
学
史
要
』
(
昭
和
十
年
岩
波
書
庖
)
時
枝
誠
記
『
国
語
学
史
』
(
昭
和
十
五
年
岩
波
書
庖
)
な
ど
。
(注
3
)
拙
稿
「
近
世
以
前
の
動
詞
研
究
の
歴
史
」
(
『
研
究
資
料
日
本
文
法
第
2
巻
』
「
用
言
編
こ
昭
和
五
十
九
年
、
明
治
書
院
所
収
)
(注
4
)
松
村
明
編
『
B
本
文
法
大
辞
典
』
(
昭
和
四
十
六
年
、
明
治
書
院
刊
)
(注
5
)
『
括
用
一
言
の
冊
子
』
『
御
国
詞
活
用
抄
』
と
も
に
筑
摩
書
房
刊
の
『
本
居
宣
長
全
集
』
所
収
に
よ
る
。
(注
6
)
と
も
に
岡
田
稔
・
市
橋
鐸
『
鈴
木
朗
』
(
昭
和
四
十
二
年
、
鈴
木
朗
顕
彰
会
)
所
収
に
よ
る
。
(注
7
)
前
掲
、
大
野
晋
「
解
題
」
。
(注
8
)
時
枝
誠
記
『
国
語
学
史
』
(
一
一
一
七
頁
う
1
一
一
一
一
八
頁
)
(注
9
)
無
窮
会
・
神
習
文
庫
蔵
『
活
語
活
法
活
理
抄
』
(
自
筆
本
、
無
窮
会
の
ご
厚
意
に
よ
っ
て
撮
影
し
た
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版
に
よ
る
)
0
拙
稿
「
幕
末
に
お
け
る
日
本
語
文
法
研
究
の
一
潮
流
|
大
圏
隆
正
・
海
野
幸
典
の
用
言
研
寧
豆
び
に
資
料
l
」
(
『
作
新
学
院
大
学
紀
要
』
第
8
号
平
成
十
年
三
月
)
に
一
部
を
翻
刻
し
、
解
説
・
紹
介
し
た
c
(
注
叩
)
京
都
大
学
文
学
部
蔵
『
天
一
言
活
用
安
良
麻
之
』
(
同
大
学
の
ご
厚
意
に
よ
っ
て
撮
影
し
た
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版
に
よ
る
)
(
注
目
)
無
窮
会
・
神
習
文
庫
蔵
『
語
格
指
掌
図
』
(
無
窮
会
の
ご
厚
意
に
よ
っ
て
撮
影
し
た
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版
に
よ
る
)
(
注
ロ
)
雄
松
堂
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版
『
国
語
学
資
料
集
成
』
所
収
に
よ
る。
(
注
目
)
無
窮
会
・
神
習
文
庫
蔵
『
霊
語
指
掌
ノ
図
』
(
無
窮
会
の
ご
厚
意
に
よ
っ
て
撮
影
し
た
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版
に
よ
る
)
(注
H
H
)
明
治
一
一
十
七
年
、
近
藤
活
版
所
刊
(
昭
和
女
子
大
学
蔵
本
)
に
よ
る。
(
注
目
)
明
治
七
年
刊
本
、
架
蔵
本
に
よ
る
。
(
へ
搾
昆
)
明
治
九
年
刊
本
、
架
蔵
本
に
よ
る
。
(
注
げ
)
『
新
訂
大
言
海
』
(
昭
和
一
一
一
十
一
年
、
富
山
房
)
に
よ
る
。
(
作
新
学
院
大
学
教
授
・
本
学
園
文
筆
科
非
常
勤
講
師
)
-48-
